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夏
休
み
も
終
わ
り
、
9
月
に
入
り
ま
し
た
が
、
皆
様

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
8
月
は
非
常
に
多
く

の
事
業
が
あ
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
が
大
変
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
各
事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
8
月
は
長
崎
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
月
で

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
永
遠
に
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
8
月
9
日
の
原
爆
記
念
日
で
あ
り
ま
す
。
第
2
次

世
界
大
戦
末
期
の
１
９
４
５
年
8
月
9
日
午
前
11
時
2

分
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
長
崎
市
に
対
し
て
、
人
類
史
上

実
戦
で
使
用
さ
れ
た
最
後
の
核
兵
器
で
あ
る
原
子
爆

弾
を
投
下
し
ま
し
た
。
こ
の
原
子
爆
弾
は
、
コ
ー
ド

ネ
ー
ム
を
「
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
（Fat M

an

）」
と
呼
ば

れ
、
当
時
の
長
崎
市
の
人
口
24
万
人
（
推
定
）
の
う
ち

約
7
万
4
千
人
が
死
亡
し
、
建
物
は
約
36
％
が
全
焼
又

は
全
半
壊
し
ま
し
た
。
本
年
の
原
爆
記
念
日
に
お
い
て
、

73
年
目
を
迎
え
る
今
で
は
原
爆
死
没
者
は
約
18
万
人
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
昨
今
の
日
本
国
憲
法
第

9
条
の
改
正
に
お
い
て
、
世
論
は
賛
成
の
方
に
傾
い
て

お
り
ま
す
。
世
界
を
見
て
み
る
と
、
未
だ
に
紛
争
が
絶

え
な
い
地
域
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
現
実
を
皆
様
ど

う
考
え
ま
す
か
。
人
と
人
、
そ
し
て
国
と
国
と
が
様
々

な
理
由
で
争
い
合
い
、
そ
れ
を
引
き
金
に
紛
争
や
戦
争

に
ま
で
発
展
し
、
多
く
の
罪
の
な
い
人
々
が
被
害
を

被
っ
て
お
り
ま
す
。果
た
し
て
、平
和
と
は
な
ん
で
し
ょ

う
か
。
今
、
日
本
は
本
当
に
平
和
と
い
え
る
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
し
て
、
日
本
だ
け
が
平
和
で
あ
れ
ば
そ
れ
で

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
Ｊ
Ｃ
に
お
い
て
、
世
界
の
恒
久

的
平
和
が
謳
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
長
崎
市
民
で
あ
る

皆
様
一
人
ひ
と
り
が
平
和
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機

会
、
そ
れ
が
こ
の
原
爆
記
念
日
で
あ
る
と
私
は
考
え
ま

す
。
今
一
度
平
和
に
つ
い
て
考
え
、
そ
の
重
要
性
を
認

識
し
、
こ
れ
か
ら
こ
の
日
本
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は

ど
う
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
し
っ
か
り

と
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
こ
の
こ
と
に
向
き
合
う
こ
と

が
、
我
々
Ｊ
Ｃ
に
必
要
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

又
、
い
よ
い
よ
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
第

67
回
全
国
大
会
宮
崎
大
会
ま
で
1
か
月
を
切
り
ま
し
た
。

我
々
長
崎
Ｊ
Ｃ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
Ｊ
Ｃ
で
あ
る
宮
崎
Ｊ
Ｃ

が
主
管
す
る
、
日
本
青
年
会
議
所
の
運
動
の
集
大
成
と

な
る
大
会
で
あ
り
ま
す
。
年
当
初
よ
り
掲
げ
ら
れ
た
理

念
の
も
と
、
サ
マ
コ
ン
で
運
動
を
巻
き
起
こ
し
、
そ
し

て
成
長
を
遂
げ
た
人
財
が
、
地
域
で
更
な
る
運
動
を
展

開
す
る
こ
と
で
、
日
本
創
生
が
実
現
し
、「
愛
と
希
望

溢
れ
る
国 

日
本
の
創
造
」
へ
と
導
く
大
変
重
要
な
大

会
で
あ
り
ま
す
。
又
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
大
会

式
典
・
卒
業
式
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ｃ
活
動
・
運
動

に
邁
進
し
て
こ
ら
れ
た
日
本
中
の
卒
業
年
度
の
皆
様
を

華
々
し
く
お
祝
い
す
る
場
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非

多
く
の
メ
ン
バ
ー
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
先
月
の
8
月
例
会
に
お
い
て
、
長
崎
Ｊ
Ｃ

の
２
０
１
９
年
度
（
第
67
年
度
）
の
新
体
制
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
、
次
年
度
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し

て
い
く
わ
け
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
第
66
年
度

は
12
月
31
日
ま
で
あ
り
ま
す
。
最
後
の
最
後
ま
で
、
是

非
ご
協
力
い
た
だ
き
、
長
崎
を
明
る
く
豊
か
に
す
る
べ

く
、
メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
っ
て
運
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

大
学
の
後
期
試
験
で
合
格
し
た
た
め
、
バ

タ
バ
タ
で
家
を
探
し
た
が
、
無
事
に
入
学
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
私
が
入
学
し
た
建
設
学

部
建
築
学
コ
ー
ス
は
、
1
学
年
50
名
ほ
ど
の

人
数
で
、
名
前
の
通
り
建
築
に
つ
い
て
勉
強

す
る
コ
ー
ス
で
あ
る
。
家
は
、
横
浜
駅
か
ら

相
鉄
線
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
電
車
で
4
駅
く
ら

い
の
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
学
生
時

代
は
そ
の
後
2
回
引
越
し
を
し
た
。

　

初
め
て
の
一
人
暮
ら
し
は
何
も
か
も
が
天

国
で
あ
っ
た
。
何
を
し
て
も
怒
ら
れ
な
い
し
、

自
分
の
好
き
な
ペ
ー
ス
で
生
活
が
で
き
た
。

し
か
し
、
そ
こ
は
自
分
を
律
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
ダ
メ
な
性
格
で
あ
る
。
必
修
科
目
も

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
た
め
か
、
次
第
に
学
校

に
行
か
な
く
な
り
、
し
か
も
同
じ
ク
ラ
ス
の

奴
が
2
人
、
自
分
と
同
じ
ア
パ
ー
ト
だ
っ
た

た
め
、
3
人
集
ま
れ
ば
ゲ
ー
ム
が
始
ま
り
、

学
校
に
行
く
気
が
更
に
な
く
な
る
悪
循
環
に

む
。
と
り
あ
え
ず
構
造
の
研
究
を
す
る
も
そ

ん
な
に
興
味
も
な
か
っ
た
の
だ
が
、
何
と
か

卒
業
す
る
こ
と
は
で
き
た
。

　

そ
の
後
の
進
路
に
つ
い
て
だ
が
、
そ
の
当

時
は
全
く
働
く
気
が
な
く
、
就
職
活
動
は
全

く
せ
ず
に
周
り
の
同
級
生
が
み
ん
な
大
学
院

に
行
く
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
と
り
あ
え

ず
自
分
も
大
学
院
を
受
験
し
、
合
格
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
大
学
院
で
は
環
境
都
市
計
画

や
地
域
経
済
に
つ
い
て
の
研
究
室
で
あ
っ

た
が
、
今
と
な
っ
て
は
何
を
勉
強
し
た
の

か
全
く
覚
え
て
な
い
（
笑
）。
そ
れ
で
も
さ

す
が
に
そ
ろ
そ
ろ
就
職
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
っ
た
の
だ
が
、
特
に
や
り
た
い
こ
と

も
な
か
っ
た
。
両
親
か
ら
は
特
に
家
業
を
継

ぐ
こ
と
も
特
に
い
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ

が
、
家
の
こ
と
も
考
え
る
と
、
同
じ
よ
う
な

業
種
を
選
ん
だ
ほ
う
が
い
い
の
か
悩
ん
で
い

た
。
そ
ん
な
と
き
、
父
親
か
ら
以
前
勤
め
て

い
た
サ
ン
ト
リ
ー
を
紹
介
す
る
よ
と
い
わ

れ
、
こ
れ
は
ラ
ッ
キ
ー
と
思
い
面
接
を
受
け

た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
コ
ネ
入
社
な
ん
だ
な

と
も
思
い
、
入
る
気
満
々
で
あ
っ
た
の
だ

陥
り
、
気
づ
い
て
み
れ
ば
何
と
1
年
間
で
4

科
目
、
8
単
位
し
か
取
れ
ず
、
そ
の
う
ち
の

1
科
目
は
体
育
で
し
か
も
授
業
内
容
は
釣
り

だ
っ
た
（
た
だ
た
だ
、
教
室
の
窓
か
ら
投
げ

竿
す
る
だ
け
で
、
最
後
に
1
回
だ
け
海
釣
り

し
た
だ
け
）。
そ
の
成
績
表
を
見
た
と
き
に

あ
ま
り
に
も
愕
然
と
し
て
し
ま
い
、
2
年
生

か
ら
は
心
を
入
れ
替
え
、
何
と
か
3
年
生
ま

で
で
目
標
の
１
４
０
単
位
を
修
得
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

建
築
の
授
業
は
非
常
に
幅
広
い
分
野
が
あ

り
、
一
般
的
な
建
築
の
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
歴
史
や
宗
教
、
彫
刻
や
絵
画
（
デ
ッ

サ
ン
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
ヘ
タ
ク
ソ
笑
）、
時

に
は
1
週
間
ほ
ど
京
都
に
行
っ
て
寺
巡
り
を

す
る
授
業
が
あ
っ
た
り
、
工
事
現
場
に
行
く

授
業
も
あ
っ
た
。
又
、
妹
島
和
世
や
西
沢
立

衛
、
山
本
理
顕
、
坂
茂
な
ど
な
ど
、
有
名
建

築
家
が
講
師
の
授
業
も
多
く
あ
っ
た
。
4
年

時
の
研
修
室
を
選
ぶ
と
き
に
本
当
は
デ
ザ
イ

ン
な
ど
を
や
る
研
究
室
に
行
き
た
か
っ
た
の

だ
が
、
成
績
が
悪
か
っ
た
た
め
希
望
通
り
に

進
む
こ
と
が
で
き
ず
、
構
造
の
研
究
室
に
進

が
、
連
絡
を
受
け
た
の
は
不
合
格
の
通
知

だ
っ
た
。
父
親
か
ら
も
、
面
接
で
何
を
い
っ

た
ん
だ
と
大
変
怒
ら
れ
た
。
と
に
か
く
、
1

か
ら
就
職
活
動
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な

り
、
と
り
あ
え
ず
建
築
関
係
で
会
社
を
探
し

た
。
当
時
２
０
０
３
年
は
、
一
番
の
就
職
氷

河
期
で
あ
り
、
大
手
企
業
は
採
用
募
集
も
そ

も
そ
も
少
な
か
っ
た
。
当
時
憧
れ
た
不
動
産

関
係
や
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
関
係
の
企
業
を
一

通
り
受
け
た
の
だ
が
、
こ
と
ご
と
く
全
滅
し

た
。お
そ
ら
く
、30
社
以
上
は
受
け
た
と
思
う
。

こ
の
頃
、
人
生
2
回
目
の
挫
折
を
経
験
し
た
。

そ
し
て
何
と
か
受
か
っ
た
の
は
店
舗
内
装
を

す
る
会
社
だ
っ
た
。
そ
こ
を
選
ん
だ
の
も
、

店
舗
デ
ザ
イ
ン
を
し
た
ら
何
と
な
く
オ
シ
ャ

レ
そ
う
だ
し
、
将
来
自
分
の
店
を
自
分
で
デ

ザ
イ
ン
で
き
た
ら
と
い
う
理
由
だ
っ
た
。

　

今
回
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
こ
と
は
色
々
あ

り
す
ぎ
て
控
え
た
が
、
本
当
に
多
く
の
こ
と

を
こ
の
6
年
間
で
経
験
し
た
。
そ
し
て
、
無

事
に
学
生
生
活
を
卒
業
す
る
の
だ
が
、
ま
だ

何
も
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
痛
感
す
る
暗
黒

の
就
職
時
代
に
突
入
す
る
。

理
事
長
挨
拶

一
般
社
団
法
人
長
崎
青
年
会
議
所

　
　
　
　
第
66
代
理
事
長
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地域推進委員会
� 運営幹事　大川　正吾�君

渉外委員会　委員長
� 溝江　琢也�君

　去る 7 月 28 日（土）、水辺の森公園にお
きまして「ながさきみなとまつり～みなと

で夏を楽しもう！～」と題して、世界文化遺産登録記念
キーホルダー作成コーナーと、みなとで鬼退治！手作り
竹水鉄砲合戦！を行いました。
　29 日（日）は台風 12 号接近のため、
残念ながら中止となってしまいまし
たが、参画していただきましたメン
バーの皆様、ボランティアの皆様の
ご協力により、猛暑にもかかわらず
たくさんの来場者の方々に事業を楽
しんでいただき、長崎の魅力を感じ
ていただきました。
　キーホルダー作成では、子ども達
が思い思いの色使いで黙々と作成す
る様子が印象的でした。
　又、竹水鉄砲合戦では、ボランティ
アの学生の皆様が一生懸命子ども達
に制作のサポートをする姿が素敵で
した。ビショビショになりながらも

　去る 7 月 21 日（土）～ 7 月 22 日（日）
の 2 日間に渡り、パシフィコ横浜にて
サマーコンファレンス 2018 が開催さ
れました。当日は晴天に恵まれ、各会
場にて様々なフォーラムが盛大に執り
行われました。又、その夜の LOM ナ
イトにおきましても新たなキャラク
ターが誕生するなどそれぞれに新たな
発見ができた 2 日間だったと思います。
総動員数としましては、2 日間をとお
して 50 名のメンバーにご参加いただ
きました。遠い横浜の地までお越しい
ただき、改めまして御礼申し上げます。
本当にありがとうございました。

鬼役を熱演していただいたメンバーのおかげもあって、
「楽しかった！」と、多くの子ども達からいってもらえ
ました。
　きっと、長崎がもっと好きになったと思います。
　本当に近年にない猛暑の中、事故もなく無事に事業を
終えることができたのは皆様のご協力のおかげです。あ
りがとうございました。

ながさきみなとまつり～みなとで夏を楽しもう！～

サマーコンファレンス
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� 第67年度�理事・役員�予定者紹介

① 来る者拒まず！ 去る者追いかける！ そんな暑
苦しい委員会になると思いますが、今年のま
ちづくり委員会は良かった。と皆様にいって
いただける一年になるよう頑張ります！

② 大事にしていることは、自分の心に嘘はつか
ない！！

　 そして、自分を信じてくれた人は絶対に裏切
らない！！

　という気持ち。

まちづくり委員会　委員長　松島　雄大 君

① 第 66 年度の自分の反省を踏まえて、何が必要
なのか、何をするべきなのかを考えて行動す
る。

② 最近はできていませんが、家族との食事の時
間。

　 大切にできているか分かりませんが、支えて
くれる委員会メンバー。

拡大室　室長　安中　忠司 君

① 今年度委員長として、足らない部分を大いに
室長に補足していただきましたので、次年度
は、2 名の委員長を支えるよう頑張ります！

② 仕事柄もありますが、大きくはっきり元気な
声と人の目を見て話すこと。

　これは、JC で登壇するとき、役に立ちました。

ひとづくり室　室長　仲田　留奈 君

① 第 67 年度は卒業の年なので､ JC 運動 ･ 活動
に悔いが残らないようにします｡又､入会 14 年
の JC 愛を爆発させたいです｡

② 私が､日頃から大事にしているのは【思いやり】
をもって全て行動するようにしています｡ 裏
切られたときはきついですが､ 騙すより騙さ
れる｡

監事　峰　　栄樹 君

① 最終年度に悔いを残さないように、自分にで
きる限りのことをしたいと思います。

② 子どもとの時間です。家にいないことが多い
ので、いるときはできるだけ遊ぶようにして
ます。

未来室　室長　深堀　祐輔 君

① 「ポジティブチェンジ」できるかできないかではなくやるか
やらないか、数ある青年団体の中で JC を選んだのであれば、
その決断にプライドを持って自分を変えるために行動し、挑
戦の一年にしたいと思います。私も寺岡予定者と同じ五島列
島の田舎者です。田舎者の気持ちはよくわかります。しっか
りと寺岡丸の船員として支えていきたいと思います。

② 家族との時間です。仕事でいない日もあるのででき
るだけ時間を作るようにしています。あと食べ歩き
です。美味しいものを食べると幸せになるからです。

常務理事　荒木　慶豊 君

① ポンコツな室長ですが、両委員長を責任もっ
てフォローします。

　 峰副理事長、後方支援宜しくお願いします。
② 「人、本、旅」を大切に……
　 ライフネット生命の前社長の言葉に感化され

ました。

伝播室　室長　磯　一太郎 君

① 気がつけば、卒業まで残り 2 年となっていま
した。第 67 年度は今後、長崎 JC を支えてい
くメンバーにこれまで長崎 JC で学んできたこ
とを少しでも伝えることができるよう頑張り
ます。

② 今後は体調管理を大切に残りの在籍期間を頑
張りたいと思います。

まちづくり室　室長　中尾 陽一郎 君

① 私が体験してきた長崎青年会議所という組織
をメンバーに上手く伝えられるように頑張り
ます｡

② 常に笑顔！ 無愛想には何も寄り付かない！

顧問　吉田　宗由 君

① 入会して初めて総務委員会を担当しますので、
緊張しています。来年の 12 月末日まで滞り
ない組織運営を心掛け、JC ライフのラストイ
ヤーを総務室長として頑張ります。

② 時間です。決められた時間に対し、物事を上
手にやりくりすることで、仕事及び JC 並びに
プライベートを充実できると考え、この難題
に挑戦中です。でも、失敗の連続です。

総務室　室長　湯口　　智 君
① 今まで 10 年間で諸先輩方から教えていただい

た多くの学びを若いメンバーに伝えていきま
す！

② 「歩々是道場」日々の生活の一つひとつが学
びの場であるということを大切にしています。

外部監事　西野　啓至 君

① この機会を下さった皆様と会社に感謝致しま
す。責任と自覚をもちしっかりと役割を果た
したいです。そして多くの人が JC 楽しい！と
笑顔になれる活動をしていきたいです。

② ・わくわくすること！
　・ アクティブに活動！ まずはやってみよう！
　・アイディアを膨らますこと！

青少年育成委員会　委員長　福島 はるか 君
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Question ①第 67 年度への意気込みをお願いします！
②ズバリ！ あなたが日ごろ大切にしていること（モノ）を教えて下さい。

� 総務委員会　片山　耕平�君
　去る 8 月 7 日（火）、8 月例会・臨時総会が開催されま
した。臨時総会では第 67 年度理事予定者、同顧問予定
者及び同監事予定者指名承認が行われ、理事予定者 17

名、顧問予定者 1 名、監事予定者 2 名の全員が選任されました。
　予定者を代表した大川正吾君の挨拶では寺岡理事長予定者のもと、
これまでの経験を活かして第 67 年度を作り上げていく本気の決意を
感じ取ることができました。
　今回の臨時総会は総務委員会一丸となる取り組みとして、新入会員
の松本宗幸君が司会進行を務めさせていただきました。新入会員をサ
ポートし運営を行う中で、初心に帰り事業を行うことができました。
　臨時総会の進行にご協力をいただき、総務委員会一同心より感謝申
し上げます。

8月例会・臨時総会

① 一丁目一番地の担い手として、現役全会員の
ご協力と、特別会員の皆様の手助けをいただ
きながら、長崎 JC がより地域を盛り上げる組
織として継続するため拡大活動に邁進します。

② 池田、今林、川原、久保、熊谷、古謝、澤勢、
澁谷、園田、田崎、中川、中島、中村、原、平岡、
松島、松谷、松本、三田村、南原、渡部、と
いう男くさい同期メンバー。

拡大戦略委員会　委員長　大川　正吾 君

① 私は次年度で入会 4 年目、先輩方への恩返し
と後に入会した方に対し手本となるときがき
たと思います。次年度は皆様の JC 活動を全力
でフォロー致します。

② 私がこれまで JC 活動で得た経験、体験は両親、
社員、先輩、現役会員の方々に支えてもらい
得たものだと思っています。このような現在
の環境に日ごろより感謝しています。

事務局　局長　西岡　英樹 君

① 自分の気負いだけでは物事は何も前に進まな
いので、何をやらなければならないのか、ど
のようにやるのかを準備・確認してメンバー
の皆様とともに頑張っていきたいと思います。

② 自分が親にしてもらったことを、自分の子ど
もにさせてあげられるよう頑張ることを大切
にしています。

総務委員会　委員長　山﨑　敏郎 君

① コツコツ頑張ります。
② 西野外部監事予定者との時間。

会員開発委員会　委員長　大平　大樹 君

① 長崎を担う大切な会員の皆様、そしてこれか
ら長崎青年会議所に出会う方々にとって必要
とされる例会を作っていきます。

② 睡眠です。睡眠不足になると肌は荒れ、吹き
出物も出き、機嫌も悪くなるので、四元に接
する機会が多い方は覚えていてほしいです。

例会委員会　委員長　四元　聡子 君

① 初めての理事ということで、戸惑うこともあ
るかと思いますがこれもひとつの機会。「理事
の仕事は楽しい」と周りにいえるような、そ
んな一年にしたいです。

② 朝シャワーを浴びること。電話があった際に
は必ず出るようにすること、出られなければ
なるべく早く折り返すこと。寝れるときに寝
ておくこと。

拡大開発委員会　委員長　池田　裕介 君

①  8 月総会ではご承認ありがとうございました。
JC 歴は浅いですが、率先して多くの体験や出
会いをして視野を広げ刺激しあい、密度の高
い時間を共有していきたいです。

② 父親として模範となる立ち振る舞いを大切に
しています。今年の 3 月末に生まれた愛娘の
ために考え方や行動に自覚と責任を持ち、背
中を見られているという意識をしています。

渉外交流委員会　委員長　中村　重遠 君

① 長崎 JC の良さを発信できるよう頑張りま
す！！

② 妻です。家庭を大事にしながら、JC も頑張っ
ていきたいです。

広報委員会　委員長　中川　　崇 君
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JC
ラスト
イヤー！
卒業予定者
インタビュー！！

Q1. あなたがJCで特に影響を受けた人は誰ですか？

Q2. JCの思い出を教えて下さい。

Q3. 現役会員へ一言お願いします。

A1. 小西貴之先輩です。私をJCに誘っていただいた先輩で、いろいろなことを教え
ていただきました。

A2. フォローアップセミナーと長崎ブロック大会IN長崎です。どちらも皆で成し遂
げる大切さを学びました。

A3. 「自分の足元をしっかり固めて、しっかり見つめて、JC活動を行ってほしい」 尊
敬する山中重輝先輩が卒業の際、おっしゃっていた一言がとても印象的で、そ
の後、自分自身のJC生活の糧になっていた言葉です。

A1. 岩永龍一先輩。

A2. 入会1年目のフォローアップセミナーにて夜中まで慣れない寸劇の練習をし
たことなど。

A3. 諦めずに最後まで頑張って下さい。良いことが必ずあると思います。

A1. 馬場雅朗先輩と近久宏志君、そして小野原善一郎君です。64地域のときにガンガ
ン引っ張ってもらいました！

A2. 新入会員のときに初事業だったモザイクアートです。12月の事業で寒かったで
すが楽しかったです。

A3. 短い期間で卒業となりますが、事業など積極的に参加して会員同士の絆を深め
て下さい。大津山裕次郎 君

芦塚　裕之 君

田﨑　康介 君

A1. 湯口　智君。あそこまで人が変われることに驚きました。人は何歳からでも
変われる。ジャースティス！

A2. みなとまつりのメイン会場で、しかも2年連続で歌う機会が持てたこと。

A3. 今まで恥ずかしかったこと、みなとまつりで歌ったこと。何より恥ずかしかっ
たこと、それを恥ずかしいと思ったこと！

数　　昌晃 君

月足　浩章 君

A1. 松本龍亮先輩、山中勝司先輩、常盤育夫先輩。
 世間知らずの私にアメとムチ（ほぼムチでしたが……笑）でご指導いただきま

した。

A2. ブロック委員長として出向した際、多くの委員会メンバーに助けていただき、
県内の幼稚園・保育園を回って絵本の読み聞かせをしたことが一番の思い出
です。

A3. 周りの支えがあってJC活動ができていることを忘れずに。
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長崎くんちと
 青年会議所

【第 9 回】

　長崎の秋の風物詩といえば「長崎くんち」ですが、皆さんは長
崎 JC が踊り町の一員として「長崎くんち」へ実際に参加し、そ
の伝統に足跡を刻んだ事実をご存知でしょうか？
　今を遡ること 40 年前の昭和 53 年（1978 年）。当時の理事長、
金子叔司先輩を筆頭とした JC メンバーは、当時の長崎 JC の事務
局が所在する万才町が踊り町当番を担当するこの年に、くんち参
加を万才町自治会に呼びかけました。
　当初は人数的、経済的理由から参加辞退を表明していた万才町
も、長崎 JC の熱意に打たれくんち出場を決意します。
　演し物については話し合いの結果、踊り子 14 名による本踊り
「オランダ万才」の奉納に決定しました。
　それから長崎 JC はくんち参加に対する全ての準備、及び資金
問題を解決するため、世話人、庭先班、総務班を編成し直ちに準
備にとりかかることになります。くんちの成功・不成功は庭先廻
りの成否にかかるため、全員で一丸となって 2,000 軒を超える庭
先地図の作成にもあたったとのことです。
　迎えた本番では、後日が雨のため順延となったものの、2,000
軒を超える庭先廻りもやり遂げ、無事くんち奉納を終えました。
　万才町の戦後はじめてのくんちへの参加。これは長崎 JC が社
会開発運動の一環として「くんちをもっと盛んに！」と提唱し、

具体的提案を行ってきた集大成として実現したものです。
　世話人を務めた川添弘之先輩の「ほんとうにいろいろなことが
ありました。『こいがくんちたい』ということでお互いに容赦し
ましょう。そのことが何時の
日にも思い出して懐しむに値
する」というお言葉が、40 年
を経た現在でも普遍的なくん
ちの本質を表しているのでは
ないでしょうか。
� （広報委員会／新ヶ江拓哉）

事務局　次長
� 中川　　崇�君

会員拡大委員会　委員長
� 山崎　祐紀�君

　去る 8 月 8 日（水）、平和公園内平和の泉に
おきまして平和の灯が開催されました。長崎

JC としては、手作りキャンドルの準備作業、コンサート中
の警備作業、キャンドルの撤去作業を行いました。
　灯りの灯された 4,000 以上のキャンドルには、市民の方々
の平和への想いが描かれていました。一つとして同じキャ
ンドルがないのと同じように、
平和への想いも一人ひとり違
うことを感じました。その中
で、自分にとっての平和とは
何か、改めて見つめ直すこと
ができた良い一日になりまし
た。
　 当 日 は、15時30
分から 21時15 分ま
での長丁場にも関
わらず、多数のメン
バーにご協力いた
だきました。ご参
加いただいたメン
バーの皆様ありが
とうございました。

　去る 7 月 24 日（火）の第 7 回理事会にお
きまして仮入会員が 3 か月間の仮入会員期

間を経て正会員として承認されました。各委員長をはじめ
とする、委員会メンバーの皆様、仮入会員期間、サポート
していただきまして誠にありがとうございました。これか
らも JC の先輩として、新入会員の皆さんが一人前の長崎
青年会議所メンバーとなれるよう引き続きサポートを宜し
くお願い致します。
　そして新入会員の皆さん、本当におめでとうございます。
これから JC 正会員として周りからも見られることになり
ます。1 日でも早く、JC について理解していただくため
には、積極的に事業に参加することが一番の近道です。
　今年度も残り 4 か月を切りましたが、沢山の事業がまだ
まだ残っていますので、是非とも積極的に事業に参加して
下さい。
　来年の今頃には、新入会員の皆さんが先輩になって、後
輩の新入会員に JC について伝えなければなりません。
1 日でも早く JC を理解
いただけますよう、そし
て素敵な JC ライフをと
もに送れるように積極
的な参加を宜しくお願
い致します。

平和の灯 正会員承認

事務局には当時の手拭いも保管されていた

第26年度JCニュース10月号より
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順位 氏　名 OUT IN GR HDCP NET
1 瀬戸口裕正 48 42 90 24.0 66.0
2 田﨑　康介 42 44 86 18.0 68.0
3 池田浩太郎 45 47 92 24.0 68.0
4 峰　　栄樹 46 41 87 18.0 69.0
5 鳥居　洋介 46 36 82 12.0 70.0
6 川端　英之 47 45 92 20.0 72.0
7 山中　重輝 53 46 99 25.0 74.0
8 田添　太一 49 51 100 26.0 74.0
9 吉田　宗由 52 53 105 30.0 75.0
10 山道　英樹 53 52 105 30.0 75.0
11 本田　徳光 52 43 95 17.0 78.0
12 岩永　　篤 49 59 108 30.0 78.0
13 西田　典弘 46 51 97 18.0 79.0
14 末永敬一朗 46 63 109 30.0 79.0
15 柿山　聡司 56 52 108 28.0 80.0
16 猪村　栄一 53 58 111 30.0 81.0
17 小島　心平 57 60 117 30.0 87.0
18 田中　隆徳 64 55 119 30.0 89.0

じゃがいも倶楽部 8月例会クラブ活動

じゃがいも倶楽部
 第66年度代表幹事　田﨑　康介 君

　去る 8 月 18 日（土）パサージュ琴海アイランドゴルフクラブ
にてじゃがいも倶楽部 8 月例会を開催しました。
　お盆明けで気温が高い中でしたが、多くの特別会員の方に

ご参加いただき現役会員も含め交流を深めることができたのではないでしょ
うか。心配された〇〇先輩の熱中症による救急搬送はありませんでした。笑
　夜の懇親会にも多くの方にご参加いただきとても有意義な時間を過ごすこ
とができました。
　ご参加いただきました特別会員の皆
様、現役会員の皆様（特に新入会員の
岩永君、田中君）ありがとうございま
した。
　次回は 10 月に長崎国際ゴルフ倶楽
部での開催予定です。多くの皆様のご
参加をお待ちしております。

　去る 7 月 25 日（水）と 26 日（木）、国立病院機構長崎病院にて「みど
り棟夏祭り」が開催され、長崎 JC メンバーが今年もお手伝いとして
参加しました。
　重症心身障害児（者）の療育を行うみどり棟は今年建物が新しくなり
ました。長崎 JC は 1976 年から 40 年以上に渡りみどり棟の各種行事
のお手伝いを続けています。
　病院スタッフの方々は障害を抱えた皆さんに楽しい時間を過ごして
いただこうと趣向を凝らした夏祭りを企画され、JC メンバーはお馴
染みのお神輿や綿菓子づくりをはじめ、ボール投げやヨーヨー釣りな
どのお手伝いをさせていただきました。参加されている方々は皆、目
を輝かせて祭りを楽しんでいる様子でした。

独立行政法人 国立病院機構長崎病院
 みどり棟　夏祭り

大会プログラムなど各種情報掲載中です！

 スマホ・タブレットはこちらから！▶︎

https://www.icchaga-miyazaki.jp/

来たる10月4日（木）～7日（日）、
フェニックス・シーガイア・リゾート他で開催！
卒業式も開催されます。 卒業予定者を盛大にお祝い
しましょう！

広報レポート
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